
資料４

Ｒ３
（策定年度）

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
Ｒ８

（目標年度）
Ｒ４～Ｒ８

創業支援件数 （計画） 件 10 10 10 10 10 40

（実績） 件 10 13 0

（達成率） ％ 130 0 0 0 0 0

主な事業
Ｒ３

（策定年度）
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

Ｒ８
（目標年度）

Ｒ４～Ｒ８

千円 1,000 1,000 2,000

千円 500 600 1100

Ｒ３
（策定年度）

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
Ｒ８

（目標年度）

旧評価シートに基づく
評価コメントを記載

旧評価シートに基づく
評価コメントを記載

旧評価シートに基づく
評価コメントを記載

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

拡充　現状のまま
継続　改善して継
続　縮小　休止/廃
止　 その他

評価

区分

ワーキング
コメント

産業活性化推進委員会
コメント

担当課
コメント

予算額

決算額

特定創業証明書発行件数
（国認定の創業支援等事業計画に位
置付けた『特定創業支援等事業』を
受けた者に対する証明書の発行件
数）

事業指標

施策指標

ネットワーク会議に参画して
いる機関数

特定創業証明書発行件数

創業支援等事業計画に基づく
創業者支援

国認定の創業支援等事業計画
に位置付けた『特定創業支援
等事業』を受けた者に対する
証明書の発行件数

創業者の販路拡大（各種展示
会・商談会等への出展、製品
PRツール制作等）を支援

777
岸和田創業支援ネットワーク
会議による、金融機関、商工
会議所等との連携

連携機関数

22

23

1210

補助件数

創業者に対する市補助金の交
付件数

1310

〇ビジョンで設定した「基本施策」の達成状況や効果を測るため、基本施

策ごとに１～２つ程度の施策指標を設定。「効果測定のため」という趣旨

から、基本的に活動指標（アウトプット）ではなく成果指標（アウトカ

ム）を採用する。

〇原則、基本施策の内容に基づき実施する各事業の効果を総合的に測る指

標を施策指標として設定。ただし、施策内容が多岐にわたる等の理由によ

り（例：「3-1 経営支援体制の充実」）、各事業の効果を総合的に測る指

標が設定できない場合は、「主な事業」ごとに設定する事業指標の中から

代表的なものを施策指標として設定。

Ｒ５年度に評価の際は、黄色セルに記入

新・産業ビジョン岸和田から抜粋

【主な事業】

基本施策ごとに、現在実施している事業のうち主なものを記載。状況に応

じて、適宜修正・追加。

【事業指標】

〇主な事業ごとに事業指標を設定。

〇事業指標は、「施策指標への貢献度・影響度を確認する」ことを第一目

的として設定。

（例えば、事業指標は上昇傾向であるにも関わらず、施策指標が現状維持

又は下降傾向である場合は、『当該事業は施策指標への貢献度・影響度が

低い』又は『別事業の実施が必要と判断』といった具合に活用）

〇個別事業の達成度を測るために設定した指標ではないため（事業指標が

ある数値に達成したから必ずしも基本施策の効果が発現しているというわ

けではないため）、事業指標については目標値は未設定。

〇上記の内容を総合的に勘案し、基本施策の実施・実現に向けて、現状を評価。

記載例

例１）施策指標が十分に達成できているため、現事業を継続する。これに加えて、〇〇

（基本施策のうち事業化できていないもの等）の施策化に向けて事業内容を検討・設計す

る。

例２）事業指標の上昇に対し、施策指標が下降傾向にあるため、〇〇事業は縮小・廃止す

る。一方で、〇〇（基本施策のうち事業化できていないもの等）の実現に向けて、新たに

○○事業に着手する。


